
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考

授業において「自ら考える
ための手立て」や「学び合う
ための工夫」を意識して指
導している。

教職員アンケートで８０％
以上

A：８０％
B：７０％以上８０％
C：６０％以上７０％未満
D：６０％未満

７月・１２月
（教職員）

自分の考えを友達に伝える
ことができる。

児童アンケートで８０％以
上

A：８０％
B：７０％以上８０％
C：６０％以上７０％未満
D：６０％未満

７月・１２月
（児童）

イ ★タイムマネジメント
を意識し，「振り返り」
や「適用問題」の時間
を確保する。

授業前半部に時間をかけす
ぎるため，「振り返り」や「適
用問題」の時間が十分にと
れていない。

授業において，「振り返り」
や「適用問題」の時間を確
保している。

教職員アンケートで８０％
以上

A：８０％
B：７０％以上８０％
C：６０％以上７０％未満
D：６０％未満

７月・１２月
（教職員）

ウ より主体的な学習と
なるために１人１台端
末を効果的に活用し
たICT教育の実践推
進

GIGA担当

授業で１人１台端末を活用す
る機会が増えたが，回数や
内容に学年差がある。実践
回数を増やす必要がある。

１人１台端末を活用した授
業を計画的に行っている。

１人１台端末を活用した授
業を週に１～２回行ってい
る

A：週３回
B：週１～２回
C：月２回以上
D：月１回以下

７月・１２月
（教職員）

エ 家庭学習の習慣づけ
を図る。（１０分×学
年）

課題として出された家庭学習
には，概ね真面目に取り組
める。しかし，主体的・習慣
化という面では十分とは言え
ない。

学年に応じた家庭学習の仕
方が定着し，進んで取り組
んでいる。

１０分×学年の時間をクリ
アした割合が９０％以上
児童・保護者アンケート
「自分で計画を立ててい
る」で８０％

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

家庭学習が
んばりカード
児童・保護
者アンケート

オ 読書に親しむ習慣化
を図る。

毎月２３日前後にうちどくの
日を設定している。どの学年
も積極的に読書に取り組ん
でいるが，質の向上を図る必
要がある。

朝読書や学年に応じた必読
書を設定することで，本を
読む習慣をつけ，質の高い
本を読んでいる。

年間　次の数値以上
低学年は１５０冊
中学年は１００冊
高学年は８０冊

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

７月・１２月
（児童）

教職員アンケートの結果
が９０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

S:「いじめはどんな理由が
あってもいけないと思う」
「いじめをしていない」が９
０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

P：「学校のいじめの未然
防止や早期発見の取組が
伝わってくる」が８０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：７０％未満

イ あいさつを通して他
者との関わりを持た
せる。

学校でのあいさつは元気に
できるようになっているが，
地域でのあいさつも進んでで
きるとよい。

学校内でお客さんに出会っ
たときにあいさつができる。

児童・教職員アンケートの
結果が９０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

ウ ★配慮を要する児童
への指導や支援の在
り方について児童理
解の会等を通して共
通理解を図る。

各クラスに数名ずつは，配慮
を要する児童が在籍してい
る。日頃から教師間のコミュ
ニケーションを密にし，共通
理解を図っている。

配慮を要する児童に対し
て，組織的に取り組めてい
る。

教職員アンケートの結果
が９０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

S:「道徳の授業で，内容項
目について考えている」が
８０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

T：「道徳では，年間指導
計画に基づき，計画的に
授業を行っている」が１０
０％

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

養護教諭と連携して，食育
や視力低下防止の授業及
び活動を推進している。

児童・保護者アンケート
「朝食を食べている」が８
０％以上

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

７月・１２月
（児童・
保護者）

「早寝・早起き・朝ご飯」，ま
たは「視力低下防止」を意
識して生活できる。

学校独自の「はっぴ～貯
金」の調査で就寝時刻を
守ることが５日間のうち４
日できたが８０％以上

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

５・９・１月
（児童・
保護者）

イ 「体力づくり１校１プラ
ン」による体力と運動
能力の向上を図る。

体力テストの結果に学年差，
男女差がある。どの種目も概
ね良好であるが，一部県平
均と比べて劣っている種目が
ある。

各学年で，スポチャレに取
り組んだり，苦手種目を意
識した活動を取り入れてい
る。

教職員アンケートの実施
で８０％以上

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

毎学期

4

教職員の
働き方改
革の推進

ア 業務の軽重，会議や
行事の精選を工夫
し，組織的運営を推
進する。（「四協」で取
り組む）

教務部

時間外勤務の改善意識は高
まってきたが，休日出勤をし
ている職員もいる。

県全体で行っている勤務時
間調査における勤務時間
が昨年度を下回る。

勤務時間調査 A：－１０％以上達成
B：－９％未満昨年度より
削減
C:昨年度同様
D：昨年比＋

７月・１２月
（教職員）

総合的な学習や生活科等
で地域の素材や人材を生
かした授業を行っている

教職員アンケートの実施
で９０％以上

A：１００％
B：９０％以上１００％
C：８０％以上９０％未満
D：８０％未満

７月・１２月
（教職員）

総合的な学習や生活科等
で地域の学習に楽しく取り
組んでいる。

児童アンケートの実施で８
０％以上

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

７月・１２月
（児童）

イ 「学校運営協議会」の
効果的な運用，学校
関係者評価を生かし
た学校経営を実施す
る。

学校関係者評価を児童の指
導に生かしている。今度もよ
り，学校運営協議会の運営
を充実していく必要がある。

家庭や地域との連携に際
し，積極的に学校コーディ
ネーターや学校運営協議会
を活用している。

教職員アンケートで８０％
以上
委員アンケートの実施で８
０％以上

A：９０％
B：８０％以上９０％
C：７０％以上８０％未満
D：７０％未満

７月・１２月
（教職員・
委員）

７月・１２月
（教職員・児
童・保護者）

3

生活習慣
の定着と
運動能力
の向上

ア 家庭と連携し，生活
習慣の定着を図る。
（早寝・早起き・朝ご
飯，視力低下）

保健安全部

生徒指導部

朝ご飯の意識は高まってき
た。その他の健康管理への
意識については，家庭によっ
て差がある。ゲーム時間が
長い児童や，早寝ができてい
ない児童がいる。

いじめや不登校の事案は少
なく，小さなトラブルについて
も，早期対応している。今年
度もスクールカウンセラーを
活用していく。

令和５年度　かほく市立大海小学校　学校評価計画書

経営目標 取組内容

1

確かな学
力の育成

ア 「自ら考えるための手
立て」「学び合うため
の工夫」を研究の重
点とし，授業改善に
努める。

学習指導部

学習指導部

授業において，児童は教師
の発問や指示には素直に答
えるが，主体的に学習に向
かう姿勢やかかわり合って学
ぼうとする意識がやや低い。

問題行動が起きる前に，児
童と積極的に関わり，生徒
指導主事を中心としたチー
ム対応で家庭と連携を図
り，問題解決ができるように
している。

★いじめや問題行動
の早期発見・早期対
応・事後の確認，継
続指導（観察）を徹底
する。

ア

道徳の授業を通して，道徳
的な判断力，実践力が高
まっている。

学校コーディネーターを活用
し，地域の人材や素材を取り
入れた授業が定着し，児童
の関心意欲も高まっている。

地域素材を生かした
学習に積極的に取り
組む。

ア

エ 豊かな心をはぐくむ
道徳教育の充実を図
る。

道徳の授業で自分の思いを
話せる児童が増えてきた。だ
が，道徳的判断力・実践力の
弱い児童もいる。

コミュニ
ティスクー
ル事業の
推進

5

教務部

学校コー
ディネー
ター

いじめ，不
登校や問
題構造の
未然防止
と特別支
援教育の
充実

2


